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1
月
27
日
（
土
曜
日
）
18
時
か
ら
行
わ
れ
た

2
0
1
8
年
度
の
セ
ブ
日
本
人
会
定
時
総
会

は
、
正
会
員
2
4
1
人
の
内
、
33
名
の
出
席
と

委
任
状
1
3
6
通
に
よ
り
規
定
数
充
足
に
定
時

総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。

セ
ブ
日
本
人
会
定
時
総
会
の
報
告

1
9
8
2
年
か
ら
続
い
て
き
た
歴
史
あ
る
セ

ブ
日
本
人
会
の
運
営
を
任
さ
れ
て
い
る
現
役

の
理
事
に
と
っ
て
一
番
緊
張
す
る
一
日
で
す
。

会
場
は
恒
例
と
な
っ
て
い
るM

arco Polo 

Plaza Cebu

の
北
京
・
上
海
ル
ー
ム
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
櫻
井
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た

セ
ブ
日
本
人
会
定
時
総
会
の
報
告
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

櫻
井
会
長
の
挨
拶

先
ず
、
セ
ブ
日
本
人
会
会
長
と
し
て
2
期
目

を
む
か
え
る
櫻
井
会
長
が
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
社
会
へ
の
友
好
に
尽
力
を
尽
く
す
と
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
櫻
井
会
長
は
全
世
界
の
日

本
人
会
で
初
め
て
選
出
さ
れ
た
女
性
の
会
長
で

す
。
女
性
で
あ
る
特
徴
を
活
か
し
て
、
長
年
日

本
人
会
に
入
会
さ
れ
な
か
っ
た
方
々
や
若
い

方
々
、
そ
し
て
女
性
会
員
や
家
族
会
員
の
増
加

に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
櫻
井
会
長
か
ら
セ
ブ
日
本
人
会
の

活
動
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
て
い

る
、
セ
ブ
領
事

館
事
務
所
、
セ

ブ
日
本
人
商
工

会
議
所
、
セ
ブ

補
習
校
の
講
師

及
び
ご
父
兄
の

方
々
に
お
礼
が

あ
り
去
年
の
活

動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
1
期
目
は
セ
ブ
日
本

人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やFacebook

の
充
実

化
を
は
か
り
、
安
全
情
報
や
生
活
に
役
立
つ
情

報
や
行
事
の
案
内
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
ま

す
。そ

し
て
櫻
井
会
長
が
一
番
力
を
入
れ
て
い
る

行
事
で
あ
る
「
セ
ブ
盆
踊
り
」
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
毎
年
拡
大
す
る
セ
ブ
盆
踊
り
は
去

年
3
万
5
0
0
0
人
を
超
え
る
入
場
者
が
あ
る

セ
ブ
島
最
大
の
祭
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
盆
踊

り
を
行
う
意
義
と
去
年
の
報
告
、
そ
し
て
今
年

4
月
27
日
、
28
日
に
行
わ
れ
る
詳
し
い
内
容
が

話
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
「
セ
ブ
盆
踊
り
」
は
セ

ブ
に
住
む
日
本
人
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
繋
ぐ
セ

ブ
日
本
人
会
の
活
動
の
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い

ま
す
。

最
後
は
セ
ブ
日
本
人
会
が
セ
ブ
に
住
む
日
本

人
に
信
頼
さ
れ
皆
様
の
生
活
と
安
全
な
暮
ら
し

に
満
足
を
し
て
頂
け
る
よ
う
、
今
後
の
活
動
を

ま
す
ま
す
充
実
さ
せ
る
努
力
を
す
る
と
決
意
が

述
べ
れ
れ
「
2
0
1
8
年
度
セ
ブ
日
本
人
会
定

時
総
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

3
つ
の
議
案
が
話
し
合
わ
れ
た
本
会
議

櫻
井
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
参

加
し
て
頂
い
た
鶴
岡
セ
ブ
領
事
事
務
所
所
長
、

浅
見
セ
ブ
商
工
会
会
頭
に
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
議
長
の
選
出
で
川
村

様
が
指
名
さ
れ
て
予
定
通
り
総
会
の
本
会
議
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
議
案
は
3
つ
あ
り

ま
し
た
。

○�

第
１
号
議
案：2
0
1
7
年
度
の
活
動
報
告

と
決
算
報
告

・ 

2
0
1
7
年
セ
ブ
日
本
人
会
活
動
報
告
は
山

中
企
画
担
当
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

・ 

2
0
1
7
年
セ
ブ
日
本
人
会
決
算
報
告
は
松

田
財
務
担
当
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

・ 

2
0
1
7
年
セ
ブ
日
本
人
会
決
算
報
告
は
中

野
監
査
人
の
厳
し
い
内
容
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、

全
て
問
題
無
し
と
の
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

○�

第
2
号
議
案：2
0
1
8
年
度
の
活
動
予
定

と
予
算
案

・ 

2
0
1
8
年
度
セ
ブ
日
本
人
会
活
動
報
告
は
山

中
企
画
担
当
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

・ 

2
0
1
8
年
度
セ
ブ
日
本
人
会
予
算
案
は
松

田
財
務
担
当
理
事
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

○ 

第
3
号
議
案：
セ
ブ
日
本
人
会
会
則「
Ⅲ
．会

員
と
会
費　
1・1
個
人
会
員
」入
会
要
件
の

変
更
に
つ
い
て

・ 

蝶
谷
会
則
担
当
理
事
か
ら
改
正
点
の
報
告
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

旧
： 

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
と
旅
券
コ
ピ
ー
及

び
届
出
済
の
在
留
届
控
え
の
コ
ピ
ー
（
紛

失
の
場
合
は
新
規
の
在
留
届
用
紙
に
記
入

の
上
入
会
申
込
用
紙
と
共
に
日
本
人
会
に

提
出
の
こ
と
。）
を
添
え
、
理
事
会
の
承

認
を
得
て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
： 

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
と
旅
券
コ
ピ
ー
を

添
え
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
員
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
。

・ 

変
更
の
理
由
は
現
在
、
届
出
済
の
在
留
届
控

え
の
コ
ピ
ー
の
入
手
が
困
難
と
言
う
こ
と
で

し
た
。

○
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
る

全
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
あ
と
川
村
議
長

の
も
と
質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
、
参
加
者
全

員
の
拍
手
を
も
っ
て
1
号
議
案
、
2
号
議
案
、

3
号
議
案
の
全
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
懇
親
会
】

セ
ブ
日
本
人
会
定
時
総
会
の
後
は
懇
親
会
で

す
。
進
行
は
イ
ベ
ン
ト
担
当
の
黒
河
内
理
事
が

お
こ
な
い
ま
し
た
。

乾
杯
の
音
頭
を
領
事
事
務
所
の
山
田
領
事
様

に
お
願
い
し
て
19
時
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

【
餅
つ
き
大
会
】

毎
年
恒
例
の
餅
つ
き
が
セ
ブ
日
本
人
補
習
授

業
校
の
講
師
と
セ
ブ
日
本
人
会
会
員
の
奥
様
方

の
ご
協
力
を
頂
き
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
ブ
日
本

人
会
定
時
総
会
は
お
正
月
気
分
が
残
る
1
月
に

行
わ
れ
る
の
で
餅
つ
き
は
と
て
も
重
要
で
す
。

松
田
理
事
が
ふ
ん
ど
し
姿
で
お
も
ち
を
つ
い
た

時
は
掛
け
声
も
起
こ
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

協
力
し
て
頂
い
た
ご
婦
人
の
皆
様
、
そ
し
て

お
餅
を
つ
い
て
頂
い
た
男
性
の
皆
様
に
と
て
も

感
謝
い
た
し
ま
す
。

【
2
0
1
7
年
度
の
盆
踊
り
の
報
告
】

去
年
の
盆
踊
り
の
ビ
デ
オ
が
流
さ
れ
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

3
万
5
0
0
0
人
以
上
の
来
客
が
あ
っ
た
去

年
の
セ
ブ
盆
踊
り
は
過
去
最
高
の
人
出
で
し

た
。
日
本
か
ら
和
太
鼓
チ
ー
ム
の
G
O
C
O
O

さ
ん
や
演
歌
歌
手
、漫
才
師
、火
付
け
ダ
ン
サ
ー

さ
ん
な
ど
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
盆
踊
り
の

盛
り
上
げ
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

懇
親
会
に
参
加
し
た
人
々
と
ビ
デ
オ
で
去
年

の
盆
踊
り
を
振
り
返
り
、
今
年
の
盆
踊
り
の
気

分
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

【
セ
ブ
島
で
の
健
康
意
識
調
査
結
果
報
告
】

最
後
は
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
の
森
岡
先
生

に
よ
る
「
タ
イ
王
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
長
期
滞

在
す
る
日
本
人
に
お
け
る
健
康
行
動
に
関
す
る

調
査
結
果
」
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
健
康
行
動
を
「
健
康
意
識
」「
精
神

成
長
」「
身
体
活
動
」「
人
間
関
係
」「
栄
養
」「
ス

ト
レ
ス
管
理
」
の
6
つ
の
側
面
か
ら
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

セ
ブ
に
住
む
日
本
人
の
特
徴
と
し
て
「
健
康

意
識
」「
身
体
活
動
」「
栄
養
」
に
関
し
て
は
比

較
的
低
い
結
果
で
し
た
が
「
精
神
成
長
」「
人

間
関
係
」
に
関
し
て
は
良
い
傾
向
が
出
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
頂
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
以
下
の
通
り

で
す
。

・ 

日
本
と
異
な
る
文
化
圏
で
、
意
義
あ
る
生
活

を
送
り
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
友
人
と
の
付

き
合
い
も
大
切
に
し
、
有
意
気
な
友
人
関
係

を
保
っ
て
い
る
姿
が
窺
え
た
。

・ 

ま
た
、
日
々
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
て

楽
し
ん
で
い
る
も
の
の
、
食
生
活
に
お
け
る

配
慮
が
も
う
少
し
望
ま
れ
る
。

・ 

ま
た
、
受
診
し
た
時
は
自
分
で
も
う
少
し
積

極
的
に
尋
ね
る
こ
と
、
健
康
管
理
に
関
す
る

学
習
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
望
ま
れ
る
。

ま
と
め

毎
年
行
わ
れ
る
セ
ブ
日
本
人
会
定
時
総
会
と

懇
親
会
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
員
の
方
が
多

く
い
ま
す
。
今
後
も
ま
す
ま
す
充
実
し
た
総
会

に
な
る
よ
う
理
事
一
同
し
っ
か
り
と
務
め
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

ま
た
2
0
1
8
年
度
の
活
動
予
定
と
予
算
案

を
し
っ
か
り
と
守
り
セ
ブ
日
本
人
会
会
員
の

方
々
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

セ
ブ
日
本
人
会
副
会
長
　
藤
岡
頼
光

2018年　セブ日本人会　活動予定
1 月 6日（土） セブ日本人補習授業校主催　新年会

16日（火） 一月度定例理事会
27日（土） セブ日本人会定時総会

2月 3日（土） 日本語弁論大会　スピーチコンテスト
14日（水） 二月度定例理事会

3月 14日（水） 三月度定例理事会
�18日（日） 春のセブ日本人墓地　墓参
24日（土） セブ日本人補習授業校　卒業式
26日（月） タリサイ慰霊祭

4月 7日（土） セブ日本人補習授業校　入学式
�18日（水） 四月度定例理事会
�21日（土） マニラより巡廻医療相談
22日（日） ３部合同ゴルフ大会（セブカントリークラブ）
28日（土）
29日（日） 盆踊り

5月 16日（水） 五月度定例理事会
6月 20日（水） 六月度定例理事会
7月 18日（水） 七月度定例理事会
8月 8日（水） 八月度定例理事会

11日（土） 土曜市（ミニ盆踊り）
15日（水） 戦没者慰霊祭（マルコポーロ）

9月 19日（水） 九月度定例理事会
22日（土） マニラより巡廻医療相談（予定）
23日（日） 秋のセブ日本人墓地　墓参

10 月 　7日（日） セブ日本人会主催大運動会（ドンボスコ運動場）
17日（水） 十月度定例理事会

11 月 21日（水） 十一月度定例理事会
12 月 19日（水） 十二月度定例理事会

※諸事情により、急遽日程が変わることもございます。ご理解・ご協力の程、宜しくお願い致します。

お墓参りのご案内
春のお墓参りを下記の如く予定しておりますので、皆様のご参列をお待ちしています。
日時：��2018 年 3月 18 日 (日曜日 )　�

午前 10 時頃から 20~30 分の予定。雨天決行。
場所：�リロアン、セブ日本人会墓地。リロアン町Calero�Memorial�Estates-Cebu

墓地内。
2018 年 3 月現在セブ日本人墓地には、10柱が収められています。
軽装で結構です。お花、仏具、お飲み物（ミネラルウォーター）は日本人会で用意します。

＊＊＊
参加される方は下記の道順を御参照下さい。
マクタン島からですとニューブリッジを渡り、最初の交差点（右に Phoenix 左に Total
ガソリンスタンド）を右折し、リロアン方向へ。
橋を越えて直進。約 4キロ（5～ 7分）で左右に小さいマーケットが見えます。
（橋から約 1.5km の右側に Phoenix ガソリンスタンド有る交差点は違いますので、く
れぐれもお間違えの無い様に。墓地へ行く交差点はもっと先です。)
墓地に行く交差点左に、セブンイレブンとBea’s�bake�shop の看板が見えます。
その小さくてゴミゴミした交差点を右折し、約 1キロで左折する未舗装の悪路が見え
ます。そこを左折し悪路を 200m程進むと右側に “Calero�Memorial�Estates-Cebu” の
看板が見えますので、そのグリーンのゲートを入いると墓地です。
緩い上り坂を道なりに右カーブを過ぎて突き当り右が、日本人墓地。
白っぽい日除けテントと、水色の低い壁が目印です。

2018年3月号
（隔月発行）
発行所

セブ日本人会
5th�Floor

Clotilde�Commercial�Bldg,
ML�Quezon�St.�Casuntigan,
Mandaue�City,�CEBU
TEL：（032）343-8066
FAX：（032）343-7663
発行人：櫻井絹恵
編集人：セブ日本人会
http://www.ja-cebu.com
info@ja-cebu.com
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新
会
頭
の
ご
挨
拶今

般
、
セ
ブ
日
本
人
商

工
会
会
頭
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
浅
見
で
ご
ざ

い
ま
す
。

私
は
ま
だ
東
日
本
大

震
災
の
余
韻
が
生
々
し
か
っ
た
２
０
１
１
年
４
月
に

当
地
に
赴
任
致
し
ま
し
て
、
直
後
に
商
工
会
の
推
薦

理
事
に
就
任
、
以
降
７
年
間
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
や

副
会
頭
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
、
商
工
会
理
事

を
勤
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

就
任
当
時
の
商
工
会
理
事
は
全
部
で
15
名
で
し
た

が
、
う
ち
10
名
が
入
替
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
内
４
名

が
「
後
任
者
の
後
任
者
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
勿
論

企
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
申
し
上

げ
ま
し
て
企
業
の
海
外
駐
在
期
間
は
概
ね
５
年
±

２
年
位
と
い
う
の
が
、
通
り
相
場
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
弊
社
の
日
本
人
駐
在
員
は
現
在
12
名
で
す

が
、
そ
の
計
算
で
行
き
ま
す
と
、
概
ね
２
〜
３
人
が

毎
年
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
実
、
昨
年

は
２
名
離
任
、
２
名
着
任
と
い
う
入
れ
替
わ
り
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
、
毎
年
次
の
異
動
、
特
に
新
任
者
の
受

入
に
当
た
っ
て
最
も
気
を
使
う
こ
と
が
、「
生
活
基

盤
の
安
定
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
と
は
全
く
異

な
っ
た
異
国
で
の
、
慣
れ
な
い
自
身
の
生
活
環
境
、

或
い
は
家
族
の
生
活
環
境
に
、
問
題
や
心
配
事
を
抱

え
た
ま
ま
で
は
、
業
務
に
集
中
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
は
至
極
当
然
で
あ
り
、
海
外
勤
務
に
お
き

ま
し
て
は
何
よ
り
も
生
活
基
盤
の
安
定
が
最
優
先
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
最
も
基
本
的
な
部
分
、

健
康
安
全
な
生
活
で
あ
る
と
か
、教
育
で
あ
る
と
か
、

一
般
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
係
深
化
と
い
っ

た
部
分
に
あ
っ
て
は
、
実
は
商
工
会
自
体
は
、
そ
ん

な
に
は
役
に
立
た
な
い
、
頼
り
に
な
ら
な
い
側
面
が

多
々
あ
り
ま
す
。

私
は
、
以
前
よ
り
、
海
外
の
日
系
社
会
に
あ
っ
て

は
、商
工
会
は
い
わ
ば
家
庭
に
お
け
る
「
旦
那
さ
ん
」

の
よ
う
な
役
回
り
で
、
日
本
人
会
は
「
女
房
役
」
の

よ
う
な
も
ん
だ
な
あ
、
と
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

「
旦
那
さ
ん
」
は
外
向
き
に
、
や
れ
現
地
政
府
交
渉

だ
の
、
諸
規
制
・
税
制
対
策
だ
の
と
、
走
り
回
っ
て

は
い
ま
す
が
、
実
の
所
、
自
身
の
家
族
や
、
或
い
は

自
身
の
生
活
に
は
殆
ど
、
と
言
い
ま
す
か
概
ね
関
係

の
無
い
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

こ
の
所
ば
か
り
は
「
女
房
役
」
の
方
が
は
る
か
に
大

事
で
あ
り
、影
響
力
が
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
般
の
家
庭
で
も
そ
う
で
す
が
（
我
家
も
そ
う
で
す

が
）、
大
概
に
お
い
て
女
房
の
方
が
実
は
権
力
者
で

あ
り
、女
房
が
シ
ッ
カ
リ
し
て
い
な
い
家
庭
は
、や
っ

ぱ
り
お
か
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
も
の
で
、
逆
に
旦
那
が

多
少
ボ
ン
ク
ラ
で
も
、
我
家
の
よ
う
に
嫁
さ
ん
が

し
っ
か
り
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
家
庭
は
守
っ
て
い
け

る
も
の
と
感
じ
ま
す
。ま
た
、「
旦
那
さ
ん
」と「
女
房
」

の
関
係
が
悪
い
所
も
こ
り
ゃ
ま
た
問
題
で
、
そ
れ
は

最
早
「
家
庭
」
と
い
う
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
体
を
な

し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

年
初
の
商
工
会
総
会
で
も
申
し
上
げ
た
の
で
す

が
、
今
、
世
界
の
産
業
界
は
、
I
T
革
命
と
か
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
、
E
V
革
命
、
金
融
革
命
、
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
大
き
な
変
革
が
起
き
つ
つ
あ
り
、
私
達

企
業
人
は
正
に
そ
の
渦
中
に
あ
り
ま
す
。
言
っ
て
み

れ
ば
「
旦
那
さ
ん
」
は
、
そ
れ
な
り
に
頭
の
痛
い
宿

題
に
直
面
し
て
、
ヒ
ー
コ
ラ
し
て
い
る
訳
で
す
が
、

こ
ん
な
時
に
こ
そ
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い

う
家
庭
を
守
っ
て
く
れ
る
日
本
人
会
の
存
在
は
、
こ

れ
ま
で
に
も
増
し
て
大
切
で
あ
る
と
し
み
じ
み
感
じ

ま
す
。

勿
論
そ
こ
に
は
「
家
庭
」
内
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
時
間
を
掛
け
、
汗
を
か
い
て
、
信
頼
関
係
を
構

築
し
て
い
く
と
い
う
「
ご
近
所
付
き
合
い
」、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
社
会
と
日
本
人
社
会
を
つ
な
ぐ
と
い
う
、

全
て
の
日
本
人
活
動
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
大
き
な

役
割
も
担
っ
て
頂
い
て
い
る
訳
で
あ
り
、
商
工
会
メ

ン
バ
ー
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
「
今
年
度
の
事
業

損
益
」
や
「
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」
と
い
っ
た
も
の
よ
り

も
、
遥
か
に
ス
パ
ン
の
長
い
、
根
源
的
な
役
回
り
が
、

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
双
方
が
、
出
来
る
限
り
の
こ
と
を
、
キ

チ
ン
と
や
っ
て
こ
そ
、
シ
ッ
カ
リ
と
し
た
家
庭
が
、

日
本
人
社
会
が
築
け
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
日

本
人
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し

て
中
の
良
い
「
夫
婦
」
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
し
、
よ
り
力
強
い
「
女
房
様
」
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
、
心
よ
り
思
い
ま
す
。

引
続
き
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ゴ
ミ
の
山
？
か
ら
宝
探
し蝶

谷�

正
明

ウ
カ
イ
ウ
カ
イ
と
い
う
古
物
屋
が
セ
ブ
の
あ
ち

こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
米
袋
に
一
袋
い
く
ら
で
仕
入

れ
て
き
た
よ
う
な
？
10
ペ
ソ
、
30
ペ
ソ
の
古
着
や

靴
な
ど
を
山
の
よ
う
に
積
ん
で
売
っ
て
い
ま
す
。

新
品
に
は
手
の
出
な
い
人
々
に
と
っ
て
は
あ
り
が

た
い
存
在
で
し
ょ
う
。
日
本
で
も
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
た
頃
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル
、
フ
リ
マ
が
流
行
り
ま
し
た
。
正
価
で

は
と
て
も
手
が
出
な
い
も
の
、
お
店
に
は
出
て
い

な
い
趣
味
の
品
な
ど
様
々
な
も
の
が
格
安
で
入
手

で
き
ま
し
た
。
景
気
が
良
い
時
に
は
他
人
が
使
っ

た
も
の
な
ん
て
気
持
ち
悪
い
と
言
っ
て
い
た
人
た

ち
が
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
ず
、
し
か
し
一
度
利
用

し
て
み
る
と
価
値
観
が
一
変
し
て
病
み
つ
き
に
な

る
と
い
っ
た
塩
梅
で
し
た
。
セ
ブ
に
は
日
本
か
ら

の
古
物
を
専
門
に
扱
う
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
サ
ー
プ

ラ
ス
と
い
う
お
店
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
コ
ン

テ
ナ
に
閉
店
し
た
お
店
の
備
品
一
括
や
引
っ
越
し

時
に
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
こ
れ
で
も
か
と
詰
め

込
ん
で
持
っ
て
来
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
一
時
は

ま
さ
に
ゴ
ミ
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
片
方
し
か

な
い
靴
、
縁
の
欠
け
た
茶
椀
や
ス
キ
ー
の
板
や
ら

首
の
も
げ
た
お
雛
様
な
ん
て
も
の
が
堂
々
と
売
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
随
分
と
洗
練
さ
れ
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
店
の
人
が

売
っ
て
い
る
商
品
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
日
本
で
も
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
は
お
世
話
に
な
っ
た

我
々
夫
婦
は
、
セ
ブ
で
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
欅
の
和
箪
笥
や
テ
ー
ブ
ル
、
紫
檀
の
座

卓
な
ん
て
も
の
が
数
千
ペ
ソ
で
し
た
。
し
か
も
値

切
れ
る
の
が
ま
た
楽
し
い
。
ベ
ニ
ヤ
も
銘
木
も
木

は
木
だ
ろ
う
と
い
う
知
識
の
欠
如
が
私
た
ち
に
幸

福
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
寿
司
飯
を
作
る
飯

台
（
浅
い
木
の
桶
）
や
和
食
器
な
ど
も
重
宝
し
て

い
ま
す
。
つ
い
つ
い
不
要
な
も
の
ま
で
買
い
込
ん

で
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
用
心
く

だ
さ
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
の
山
？
か
ら
宝
物
を

探
し
出
し
て
い
る
の
は
私
た
ち
夫
婦
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
セ
ブ
の
名
門
私
立
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
大

学
の
文
化
人
類
学　

／
考
古
学
の
ベ
ル
サ
レ
ス
博

士
は
ま
さ
に
そ
の
道
の
プ
ロ
で
す
。
日
本
文
化
に

造
詣
の
深
い
博
士
は
日
本
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
を
巡
り
、
目
に
留
ま
っ
た
古
美
術
品
、

古
道
具
か
ら
現
在
の
日
用
品
ま
で
幅
広
く
発
掘
し

て
い
ま
す
。
お
雛
様
、
陶
磁
器
、
家
具
か
ら
始

ま
っ
て
キ
ッ
チ
ン
用
品
等
々
、
98
％
は
昭
和
戦
後

か
ら
平
成
に
か
け
て
の
も
の
で
、
素
晴
ら
し
い
古

美
術
品
と
い
う
よ
り
も
子
供
の
頃
を
思
い
出
す
懐

か
し
い
品
々
で
す
。
今
後
し
っ
か
り
整
理
を
し
て

い
き
た
い
よ
う
で
す
が
、
膨
大
な
量
に
ま
ま
な
ら

な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら

伊
万
里
焼
の
色
絵
の
磁
器
が
3
月
31
日
ま
で
サ
ン

カ
ル
ロ
ス
大
学
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
コ
ロ
ン
）

内
の
博
物
館
で
特
別
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争

で
灰
燼
に
帰
し
、
戦
後
間
も
な
く
復
興
さ
れ
た
荘

重
な
緑
と
カ
ー
キ
色
の
本
校
舎
の
中
に
あ
る
慎
ま

し
や
か
な
博
物
館
の
前
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

す
。
建
物
自
体
を
観
察
す
る
の
も
ま
た
、
興
味
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
国
宝
や
重
文
、

重
美
と
い
う
逸
品
が
あ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

江
戸
末
期
か
ら
昭
和
末
に
か
け
て
の
作
品
が
多
い

と
の
こ
と
で
す
。
中
に
は
底
に
「
大
明
萬
歴
○

○
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
ま
さ

か
明
朝
の
萬
歴
帝
の
時
代
に
官
窯
で
焼
か
れ
た
も

の
か
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
説
明
書
き
を
見

る
と
大
正
時
代
と
あ
り
ま
し
た
。
明
の
時
代
の
作

品
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー
、
ご
丁
寧
に
も
銘
ま
で
写

し
て
い
る
の
で
す
ね
。
一
点
ご
と
に
細
か
い
説
明

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
前
戦
後
の
輸
出
用
の

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

輸
出
出
来
る
も
の
が
生
糸
や
綿
布
、
安
か
ろ
う
悪

か
ろ
う
の
雑
貨
し
か
な
か
っ
た
時
代
、
日
本
の
陶

磁
器
は
ピ
ン
キ
リ
は
あ
れ
ど
重
要
な
輸
出
産
品
で

し
た
。
そ
こ
か
ら
ノ
リ
タ
ケ
や
香
蘭
社
、
深
川
製

磁
と
い
っ
た
世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
る
作
品
が

生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
背

景
を
考
え
な
が
ら
見
て
い
く
と
セ
ブ
の
地
で
日
本

の
近
現
代
を
支
え
、
当
時
の
人
々
に
接
し
て
き
た

品
々
に
会
え
る
こ
と
に
感
銘
を
深
く
し
ま
し
た
。

4月無料医療相談
マニラ日本人会診療所の日本人医師、菊地先生にセブにお出でいた
だきます。
日時：4月 21 日 ( 土 )　��午前９時半～午後４時半
場所 :�セブ日本人会事務所�OR�MAAYO�MEDICAL
予約 :��4 月 19 日までに事務局に電話でお申し出下さい。
対象 :��セブ日本人会、セブ日本人商工会議所会員およびその家族の

方となっております。

普段健康診断などを行っていない方、持病をお持ちの方、現地フィ
リピン人医師との意思疎通に困っている方など是非この機会に受診
されることをお勧めします。受診の際には血液検査の結果や診断書、
お薬手帳などお持ちになるとより一層詳しく問診が受けれます。

●菊地宏久医師
福島県出身。青年海外協力隊の数学教員として 1980 年、フィリピ
ンに派遣される。フィリピン人医師との出会いが機となり、帰国後
は高知医科大学、東京大学大学院で医学を学ぶ。海外邦人医療基金
の派遣で 2004 年～ 2007 年の間ジャカルタにて医療活動に従事。イ
ンドネシアでのテロや大地震の体験を通し災害医療の重要さを実感
する。東日本大震災の避難所にも赴く。2010 年 4 月よりマニラ日本
人会診療所勤務。専門は救急・循環器科・感染症・航空医学。

マニラプライマー誌より抜粋

＊ タリサイ慰霊祭のお知らせ ＊
日時：3月 26日（月）早朝　　場所：タリサイ市海岸にて

詳細は追ってご連絡します。
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第
16
回
セ
ブ
日
本
語
弁
論
大
会
報
告

第
16
回
セ
ブ
日
本
語
弁
論
大
会
が
2
月
3

日
（
土
）SM

 Conference Room

に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
例
年
よ
り
多
い
14
名

が
出
場
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
習
慣
や
、
日
本
で

の
経
験
、
方
言
、
ア
ニ
メ
、
家
族
、
故
郷
、
自

分
が
日
頃
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
様
々
な

テ
ー
マ
で
熱
弁
を
振
る
い
、
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
余
興
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
ト
レ
ド
に
あ
る
孤
児
院
の
合
唱
団
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
や
、
セ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る
サ
ッ
ク
ス
＆

ピ
ア
ノ
演
奏
、
日
本
語
に
よ
る
歌
が
披
露
さ

れ
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
恒
例
と
な
っ
た
日
本
舞
踊
で
は
、
花
柳
萩

輔
（
黒
田
瑞
江
）
さ
ん
に
よ
る
華
や
か
な
舞

に
、
会
場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。　

審
査
の
結
果
、
社
会
人
部
門
で
は
、

「
関
西
弁
、
こ
わ
な
い
で
！
」
を
ス
ピ
ー
チ
し

たJerem
y M

. Solera

さ
ん
（Advanced 

W
orld Solutions, Inc.

）、
オ
ー
プ
ン
部
門
で

は
、「
挑
戦
す
る
甲
斐
が
あ
っ
た
」
を
ス
ピ
ー

チ
し
たM

ary Joy V. Yap

さ
ん（Accenture 

Inc.

）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
社
会
人
部
門
第
2
位
のM

arviana 
Lovella Gravoso

さ
ん
と
、
第
3
位
のJose 

M
artin Ipong

さ
ん
を
含
む
4
名
が
、
2
月

17
日
（
土
）
マ
ニ
ラ
のShangri-La Plaza 

M
all

に
て
開
催
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
全
国

大
会
に
セ
ブ
代
表
と
し
て
出
場
し
、
3
名
が
見

事
入
賞
（
第
1
位
及
び
第
2
位
）
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
全
部
門
か
ら
選
ば
れ
る
最
優
秀
賞

に
は
、
社
会
人
部
門
のJerem

y

さ
ん
が
選
ば

れ
、
日
本
へ
の
研
修
旅
行
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

セ
ブ
か
ら
の
出
場
者
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る

の
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
2
年
連
続
と
な
り
ま

す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
ビ
サ
ヤ
地
域
に
お
け
る
日
本
語
学
習
者
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
数
々
を
皆
様
に
お
届
け
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
応
援
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
多
く
の

皆
様
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

セ
ブ
日
本
語
弁
論
大
会
実
行
委
員
会

セブ日本語弁論大会実行委員会
＜ご寄付を頂いた皆様＞ ※アルファベット順

ABENDAN JAPANESE LANGUAGE CORPRATION
ADVANCED WORLD SYSTEMS, INC.
BANRI NOODLE HOUSE 
CEBU LOGITEM, INC. 
CEBU MITSUMI, INC.
CEBU OGAWA PHILIPPINES, INC.
CONSULAR OFFICE OF JAPAN IN CEBU
CSY OUTSOURCING
JAPAN FOUNDATION, MANILA
JAPANESE CHAMBER OF COMMERCE & 
INDUSTRY OF CEBU, INC.
KYOCERA DOCUMENT SOLUTIONS 
DEVELOPMENT PHILS., INC.
MOBILIA PRODUCTS INC.
MR. AKIO TSUJI 
MR. JUN TAKAYA
MR. KENGO TANAKA
MR. MAKOTO OSADA
MS. KINUE SAKURAI
MS. SHIGEMI TERADA 
MS. TOMOKO TSUJI
NEC TELECOM SOFTWARE PHILS., INC. 
NIPPON EXPRESS PHILS., CORP.  
NIPPON KAIJI KYOKAI  
PHILIPPINE MINING SERVICE CORP.
RICOH IMAGING PRODUCTS (PHILS.) CORP.
ROCOCO GLOBAL TECHNOLOGIES CORP.
TAIYO YUDEN PHILS., INC.
TAMIYA PHILS., INC.
TSUNEISHI HOLDINGS CEBU INC.

セ
ブ
日
本
語
弁
論
大
会
に
参
加
し
て�

 

国
際
交
流
基
金
マ
ニ
ラ
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
語
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー  

新
谷
知
佳

２
月
3
日
（
土
）、SM

 City Cebu

に
て
、
第
16
回
セ
ブ
日
本
語
弁
論
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
マ
ニ
ラ

の
本
選
に
出
場
す
る
た
め
の
予
選
で
も

あ
り
ま
す
。
予
選
は
マ
ニ
ラ
と
ダ
バ
オ

で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
セ

ブ
予
選
の
参
加
者
が
最
も
多
く
、
ま

た
、
昨
年
よ
り
も
増
え
て
、
社
会
人
部

門
に
11
名
、
オ
ー
プ
ン
部
門
に
3
名
と

な
り
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
の
間
に
は
、

Cebu M
usic Learning Center

の

指
導
の
も
と
、
ト
レ
ド
の
孤
児
院
の
子

供
た
ち
に
よ
る
合
唱
や
楽
器
演
奏
、
歌

唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ

は
、
指
導
者
の
先
生
方
に
よ
る
丁
寧
な

指
導
、
そ
し
て
弁
者
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫

を
凝
ら
し
て
考
え
た
ス
ピ
ー
チ
を
何
度

も
何
度
も
練
習
し
て
本
番
を
迎
え
た
こ

と
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
も
の

ば
か
り
で
し
た
。
素
直
な
思
い
や
主
張

が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
始
ま
る
前
は

緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
み
な
さ
ん

が
、
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
堂
々
と
話
さ

れ
て
い
る
の
も
印
象
的
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
審
査
は
難
を
期
し
、
審
査

票
だ
け
で
は
決
ま
ら
ず
最
終
的
に
は

審
査
員
に
よ
る
話
し
合
い
に
よ
っ
て
選

ば
れ
ま
し
た
。
社
会
人
部
門
の
第
１
位 

Solera, Jerem
y M
. 

さ
ん（Advanced 

W
orld Solutions, Inc.

）「
関
西
弁
、

こ
わ
な
い
で
!
」、
第
2
位 Gravoso 

M
arviana Lovella, P. 

さ
ん（FRES

）

「
こ
う
き
し
ん
は
は
つ
め
い
の
げ
ん

ど
う
り
ょ
く
」、
第
3
位 Ipong, 

Jose M
artin D

.

さ
ん
（Advanced 

W
orld System

s, Inc.

）「
旅
行
で

気
づ
い
た
こ
と
」、
オ
ー
プ
ン
部
門
の

第
1
位 Yap, M

ary Joy V. 

さ
ん

（Accenture

）「
挑
戦
す
る
甲
斐
が

あ
っ
た
」
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
、
本
選
に
進
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
２
名
の
み
で
す
が
、
今
年
は
受

賞
者
４
名
す
べ
て
を
マ
ニ
ラ
で
行
わ
れ

る
本
選
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

セ
ブ
か
ら
の
参
加
者
は
2
月
17

日
（
土
）
に
マ
ニ
ラ
のShangri-la 

Plaza

で
行
わ
れ
た
本
選
で
も
素
晴
ら

し
い
結
果
を
残
し
、
社
会
人
部
門
の

一
位
、
そ
し
て
全
体
の
最
優
秀
賞
に

JEREM
Y M

. SO
LERA

さ
ん
が
、
二

位
に
はM

ARVIAN
A LO

VELLA P. 

G
RAVO

SO

さ
ん
が
、
さ
ら
に
、M

s. 

M
ARY JO

Y V. YAP

さ
ん
が
オ
ー
プ

ン
部
門
の
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。
セ
ブ

か
ら
の
参
加
者
が
３
名
も
受
賞
し
た
こ

と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
日

本
で
の
研
修
旅
行
に
参
加
で
き
る
最
優

秀
賞
も
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
本
当
に
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回

の
ス
タ
ー
誕
生
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

新
た
な
ス
タ
ー
に
な
る
べ
く
、
こ
の
よ

う
な
学
習
の
成
果
を
大
い
に
発
揮
で
き

る
場
に
挑
戦
す
る
方
が
増
え
、
こ
の
大

会
が
更
な
る
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

セブポット3－4月号引用
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広告掲載募集
★�セブ島通信に記事を掲載したい方は
「メール：info@ja-cebu.com」迄、�
お問合せください。

★�セブ島通信では、発行日（奇数月の
月初）の 1ヶ月前を締切として原稿
を公募しております。

電話：（032）495-7728 or 495-8372
携帯：0917-321-6349（日本語可）
場所：Anemone Resort 内
　　  Buyong, Maribago, Lapu-lapu City

日本人インストラクターが5人常駐！！ダイビング
が初めての方やお一人で参加される方にも安心。
少人数、安全そしてきめ細かなサービスで快適
なダイビングを約束♪またセブ島の南サンタンダ
ー、モアルボアル、ボホールにも支店（もちろん日
本人インストラクター常駐）がありますので、マク
タン以外の海を潜りたいダイバーの方は、ぜひこ
ちらも潜ってみてはいかがですか？

セブ島通信を見て事前に
ダイビングをご予約された方
オリジナルTシャツ贈呈＆ランチ無料！

Emerald Green Diving Center
エメラルドグリーンダイビングセンター

プロモ期限：当セブ島通信発行年月より１年間

☆★ ジンベエツアー開催 ★☆

             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

パジェットコンド・賃貸 (日本人所有) のご案内 
 

最高のロケーション（アヤラデパートまで徒歩 7 分）・フィットネスプール 
 TV、調理器具、ダブルベッド、エアコン、ソファー、窓カーテン 
 すべての生活用品が完備しています。新築 2 年のスタジオタイプ。 

  
           契約書は日本語、日本での支払可能 

(日本人への賃貸希望) 
 

---問合せ--- 
             セブでの連絡先・現地案内(無料)は 263-0614 [鈴木] にどうぞ！

(契約詳細等は大阪市在住の女性・竹田さん(所有者)に直接 
お問い合わせいただきます。 

 
                                  ---賃貸料--- 
               [参考]： 最小期限 1 年、月 4万 5千ペソ、長期契約は割引。 
                     共有料金等は直接ご相談いただきます。 
 

                ＊その他リロアン町高級団地「ドロス不動産」に家屋所有。 
竹田さんの母親の隠居家(2F)ですが、フィリピンメードだけだと 
不安なので一緒に住んでくれる日本女性 (夫妻可) を 
探しています。寝室 4 部屋あり 3 部屋、その他は自由に 
お使いいただけます。 家賃格安。 ご相談ください。 

 
 

 

           ◆ セブの問合せ:  0917-7171-839.  (032) 263-0614 
◆ Email： suzkicebu@yahoo.co.jp  www.cebu-mactan.jp  

 
 

挑
戦
す
る
甲
斐
が
あ
っ
た 

 
Yap, M

ary Joy V.

幼
い
こ
ろ
か
ら
日
本
の
歴
史
、
文
化
そ
し

て
言
語
に
つ
い
て
深
く
興
味
が
あ
り
ま

し
た
。
看
護
師
に
な
り
た
い
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
大
学
2
年
の
と
き
に
高
校
時
代
の
後

輩
と
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
新
た
な
目
標
を

見
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
学
科
へ
転
学
し
、

日
本
の
こ
と
が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
今
思

え
ば
、
あ
の
時
の
再
会
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本
の
こ

と
は
遠
く
の
存
在
だ
と
ず
っ
と
思
い
続
け
て
い
た
ま

ま
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

転
学
し
て
か
ら
3
年
経
っ
た
頃
、
校
舎
内
の
掲
示

板
に
国
際
交
流
会
の
お
知
ら
せ
が
貼
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
最
初
は
、「
国
際
交
流
か
。
ど
う
せ
20
歳
未
満

だ
ろ
う
。
い
く
ら
申
請
し
て
も
意
味
が
な
い
」
と
よ

く
見
も
し
な
い
で
諦
め
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
廊
下
で
出
会
っ
た
時
に
そ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
彼
女
は
「
ね
え
、

掲
示
板
の
お
知
ら
せ
を
見
た
？　

参
加
し
な
よ
」
と

言
い
ま
し
た
。「
う
ん
、
少
し
見
た
よ
。
ど
う
せ
年

齢
制
限
が
あ
る
で
し
ょ
う
？
」と
私
は
答
え
ま
し
た
。

「
違
う
よ
。
そ
れ
は
、
以
前
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
今

は
入
れ
る
わ
よ
」と
彼
女
は
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

私
は
そ
の
話
を
聞
く
や
否
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
し

ま
し
た
。

運
が
よ
か
っ
た
こ
と
に
代
表
の
一
人
と
し
て
選
ば

れ
ま
し
た
。
あ
の
時
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
廊
下
で
出
会

っ
た
お
か
げ
で
す
。
そ
し
て
、
初
め
て
海
外
に
行
き

し
か
も
、
愛
し
い
日
本
に
、
や
っ
と
た
ど
り
着
く
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
最
初
の
週
は
大
変
で
し
た
。

特
に
各
国
の
代
表
は
ま
る
で
ネ
ー
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ

ー
の
よ
う
に
流
暢
な
日
本
語
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
ほ
と
ん
ど
同
い
年
な
の
に
、
な
ん
で
ペ
ラ
ペ
ラ
な

の
か
し
ら
？
一
体
ど
ん
な
方
法
を
使
っ
て
、
あ
ん
な

風
に
喋
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
。」
と
自
分

の
未
熟
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
不
安
に
な
り
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
諦
め
ず
に
、
挑
ん
で
も
が
い
て
、
少

し
ず
つ
差
を
縮
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
、
日
本
人
が
経
営
す
る
情
報
総
合
サ

イ
ト
の
会
社
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
初
め
て
与
え
ら

れ
た
仕
事
は
失
敗
ば
か
り
で
し
た
。
お
客
さ
ん
が
、

物
凄
く
不
安
そ
う
な
顔
を
し
て
怒
っ
て
い
ま
し
た
。

次
の
日
に
上
司
と
話
を
し
て
仕
事
の
感
想
ま
で
聞
か

れ
ま
し
た
。
上
司
は
挫
け
そ
う
な
私
に
こ
う
言
い
ま

し
た
「
大
丈
夫
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
、

気
に
し
な
い
で
」
私
は
上
司
の
温
か
い
言
葉
に
救
わ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
4
年
後
、
さ
ら
な
る
日
本
語
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
挑
ん
で
マ
ニ
ラ
に
行
き
ま
し
た
。
前
か
ら
働

き
た
か
っ
た
銀
行
に
、
応
募
し
ま
し
た
。
2
、
3
週

間
後
よ
う
や
く
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た
。
銀
行
の
経

験
は
、
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
で
す
。
正
直
に
い
う
と

こ
こ
で
の
仕
事
は
一
番
大
変
で
し
た
。
で
も
人
と
の

絆
に
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
幸
運
な
こ
と

に
、
日
本
に
行
く
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
タ
ス
ク

移
行
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
も
う
一
人
の
日
本
語
ス
ピ

ー
カ
ー
が
妊
娠
し
て
い
た
た
め
、そ
の
代
わ
り
で
す
。

足
手
ま
と
い
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
日
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
酷
い
目
に
会
っ

た
時
、
一
人
の
先
輩
が
、「
ま
だ
新
人
だ
け
ど
、
働

き
ぶ
り
は
す
ご
く
い
い
か
ら
、
ず
っ
と
長
く
こ
こ
に
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い
る
人
よ
り
も
マ
ル
の
方
に
期
待
し
て
る
よ
。」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
に
、

涙
が
止
ま
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
に
こ
う
言
え
ま
す
。「
挑
戦
す
る

甲
斐
が
あ
っ
た
」。
挑
戦
し
な
か
っ
た
ら
日
本
に
す

ら
行
け
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
夢
す
ら
叶
え
ら
れ
な

か
っ
た
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
一
番
大

切
な
の
は
培
っ
て
き
た
人
と
の
絆
だ
と
思
い
ま
す
。

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
は
今

こ
こ
に
い
ま
す
。
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
し

て
、
私
は
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

ご
清
聴
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
う
き
し
ん
は
は
つ
め
い
の
げ
ん
ど
う
り
ょ
く 

 

マ・ビ
ア
ナ
グ
ラ
ボ
ソ

皆
さ
ん
、
子
ど
も
の
こ
ろ
を
お
ぼ
え
て
い

ま
す
か
。

「
お
母
さ
ん
、
あ
れ
は
な
に
。」「
り
ん

ご
よ
。」

「
お
父
さ
ん
、
あ
れ
は
な
に
。」「
あ
れ
は
ひ
こ
う
き

だ
よ
。」

「
サ
ン
タ
さ
ん
は
、
ほ
ん
と
う
に
い
る
の
？
」

「
お
母
さ
ん
、
あ
か
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
。」

な
ど
、
私
は
た
く
さ
ん
の
し
つ
も
ん
を
り
ょ
う
し

ん
に
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
、
も
っ
と
し
つ

も
ん
す
る
よ
う
に
な
り
、

こ
た
え
を
知
る
に
つ
れ
て
、
し
つ
も
ん
も
ふ
く
ざ

つ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
だ
い
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
、21
せ
い
き
に
な
る
ま
で
、

じ
ん
る
い
を
こ
ま
ら
せ
た
し
つ
も
ん
が
あ
り
ま
す
。

「
と
り
が
さ
き
か
、
た
ま
ご
が
さ
き
か
」
で
す
。

け
ん
き
ゅ
う
し
ゃ
は
す
で
に
こ
た
え
を
み
つ
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
こ
た
え
を
知
り
た
い
で
す
か
？

そ
れ
は
、
た
ま
ご
が
さ
き
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
が
今
見
て
い
る
と
り
は
、
長
い
時
間
の
中

で
、
し
ん
か
を
し
て
き
ま
し
た
。

と
つ
ぜ
ん
へ
ん
に
は
、
も
と
も
と
あ
る
さ
い
ぼ
う

の
中
で
、
お
き
る
こ
と
な
の
で
、
と
り
と
い
う
の
は
、

い
つ
も
た
ま
ご
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
た

ま
ご
が
さ
き
な
の
で
す
。

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
人
が
言
い
ま
し
た
。

「
も
し
、
空
を
と
べ
た
ら
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
早

く
行
け
る
の
に
。
そ
し
て
、世
界
中
を
見
れ
る
の
に
。

で
も
、
ど
う
し
た
ら
と
べ
る
の
だ
ろ
う
。」

人
々
は
人
間
は
ぜ
っ
た
い
と
べ
な
い
よ
と
わ
ら
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
じ
っ
さ
い
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
げ
ん
ざ

い
は
大
切
な
こ
う
つ
う
き
か
ん
と
な
り
、
毎
日
、
や

く
、
４
２
７
０
０
び
ん
の
ひ
こ
う
き
が
世
界
中
を
と

ん
で
い
ま
す
。

べ
つ
の
れ
い
で
す
が
、
世
界
で
一
番
早
い
れ
っ
し

ゃ
で
あ
る
し
ん
か
ん
せ
ん
は
日
本
で
は
つ
め
い
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
と
う
じ
の
し
ん
か
ん
せ
ん
は
ト

ン
ネ
ル
を
と
お
る
時
、
す
う
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
も
聞

こ
え
る
と
て
も
大
き
な
お
と
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の

お
と
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
人
た

ち
は
色
々
考
え
て
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
せ
い
こ
う
さ

せ
た
の
は
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ゅ
う
み
と
す

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
人
で
し
た
。

な
か
つ
え
い
じ
さ
ん
は
、
池
で
水
あ
び
を
す
る
時

や
、
魚
を
食
べ
る
時
に
、
小
さ
な
お
と
し
か
出
さ
な

い
か
わ
せ
み
か
ら
、
こ
の
ほ
う
ほ
う
を
お
も
い
つ
き

ま
し
た
。

か
わ
せ
み
の
よ
う
に
、
れ
っ
し
ゃ
を
う
ご
か
す
の

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。

そ
う
考
え
て
今
の
し
ん
か
ん
せ
ん
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
し
ん
か
ん
せ
ん
の
一
番
前
は
か
わ
せ
み
の
口
ば

し
の
か
た
ち
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
う
き
し
ん
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ

れ
が
は
つ
め
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
た
い
へ

ん
す
ば
ら
し
い
と
お
も
い
ま
す
。
あ
た
り
ま
え
だ

と
、
お
も
っ
て
い
る
こ
と
に
、
ぎ
も
ん
を
も
つ
こ
と

で
、
は
つ
め
い
が
生
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。
皆
さ
ん

は
な
に
か
に
き
ょ
う
み
を
も
ち
、も
っ
と
知
り
た
い
、

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
と
さ
い
ご
に
し
つ
も
ん
し
た
の

は
、
い
つ
だ
っ
た
か
、
お
ぼ
え
て
い
ま
す
か
？

さ
あ
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
す
ば
ら
し

い
も
の
ご
と
に
き
ょ
う
み
を
も
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

近
く
の
小
さ
な
し
ょ
う
く
ぶ
つ
か
ら
と
お
く
の
ち
い

さ
な
ほ
し
に
つ
い
て
ま
で
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に

も
っ
て
い
た
こ
う
き
し
ん
を
と
り
も
ど
し
て
見
ま
し

ょ
う
。

ば
か
に
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、は
ず
か
し
い
な
、

と
お
も
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
し
つ
も
ん
か
ら
、
人
が
お
ど
ろ
く
は
つ
め
い

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
さ
な
ぎ
も
ん
か
ら
、
な
に
か
が
生
ま
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

今
日
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
せ
い
ち
ょ
う
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旅
行
で
気
づ
い
た
こ
と 

 
Jose M

artin Ipong

な
ぜ
人
は
旅
行
し
ま
す
か
？　

そ
の
質
問

に
多
く
の
人
は
休
み
を
取
る
た
め
と
答

え
ま
す
。
旅
行
は
、
日
常
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
と
て
も
良
い
方
法
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
世

界
中
に
観
光
地
と
い
う
場
所
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

旅
行
し
た
人
は
、
楽
し
い
経
験
を
し
た
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
世
界
の
見
方
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

は
気
付
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
視
点

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
行
っ
た
事
の
な
い
場
所
に

旅
行
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
、

旅
行
は
自
分
の
人
生
で
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
非
常

に
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う

か
？ま

ず
、
毎
日
の
生
活
で
経
験
し
な
い
こ
と
が
旅
行

で
経
験
で
き
ま
す
。
人
々
は
通
常
、
自
分
の
周
囲
に

慣
れ
て
、別
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
す
。

そ
し
て
、み
ん
な
が
そ
の
別
の
場
所
を
経
験
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
が
あ
る
こ
と

に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
き
れ
い
な
場
所
、
文
化
、
食

べ
物
、
匂
い
は
、
そ
れ
ら
の
場
所
で
し
か
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
す
べ
て
を
経
験
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
、
一
回
で
も

い
い
の
で
旅
行
を
経
験
し
て
、
み
ん
な
の
世
界
の
見

方
を
、
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

私
は
あ
ま
り
旅
行
を
し
た
こ
と
が
な
い
で
す
が
、

タ
イ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
は
じ
め
て
タ
イ

に
行
っ
た
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
タ
イ
人
は
ち
ょ
っ
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
み
た
い
だ
し
、
匂
い
は
マ
ニ
ラ
の
よ
う
で
す
。
言

葉
と
料
理
は
違
い
ま
す
が
、
ど
こ
か
似
て
い
る
気
が

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
発
見
で
し

た
。
タ
イ
に
行
か
な
か
っ
た
ら
、
わ
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
国
へ
行
っ
て
、
言
語

と
か
、
文
化
と
か
、
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。
旅
行

し
た
の
は
外
国
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
セ
ブ

の
隣
の
島
の
バ
コ
ロ
ド
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
同
じ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
す
が
、
言
語
が
違
い
ま
し

た
。
同
じ
で
す
が
、
違
い
ま
す
。
私
の
世
界
の
見
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。

他
の
場
所
を
見
た
あ
と
で
、
ど
う
し
て
世
界
に
対

す
る
意
見
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
新
し
い

場
所
に
行
っ
た
ら
、
心
が
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、た
く
さ
ん
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

で
も
、
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
怖
い
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
か
ん
た
ん
に

情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
も
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
そ
の
場
所
の
に
お
い
、
文
化
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
。
こ
れ
ら
は
、
旅
行
で
し
か
、
経
験
で
き
な

い
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
旅
行
が
必
要
で
す
。
世
界

は
良
い
点
と
悪
い
点
が
あ
り
ま
す
。
皆
は
そ
れ
が
分

か
り
ま
す
が
、
旅
行
し
た
ら
、
良
い
点
を
も
っ
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
人
は
旅
行
を
と
お

し
て
、
も
っ
と
そ
の
場
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
、
怖
い
気
持
ち
は
少
し
ず
つ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
勇
気
を
も
ら
え
ま
す
か
ら
、
旅
行
は
本
当
に

必
要
で
す
。
旅
行
は
本
当
に
い
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
で
す
。
思
い
を
変
え
る
た
め
に
、
世
界
を
理
解
す

る
た
め
に
、
旅
行
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
を
い

っ
ぺ
ん
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旅
行
で
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
や
経
験
が
で
き
ま

す
。
写
真
を
撮
っ
た
り
、
友
達
を
作
っ
た
り
、
新
し

い
言
語
を
習
っ
た
り
も
で
き
ま
す
。
が
っ
か
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
が

も
っ
と
多
い
で
す
。
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
が
ま
だ
旅
行

し
て
い
な
い
な
ら
、
旅
行
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
後

悔
す
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。
世
界
で
い
ろ
い
ろ

な
す
ば
ら
し
い
こ
と
が
皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
見
方
が
か
わ
る
よ
う
に
、
ど
こ
で
も
い
い
で

す
、
旅
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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2018 

April 28(SAT)-29(SUN)

J Centre Mall
2018 

April 28(SAT)-29(SUN)

J Centre Mall

#bonodori_cebu

Japanese Summer Festival

Performance   Enka, Dance, Karate, Kendo
 Contest   Karaoke, Yukata, Cosplay
 Show   Cessna flight, Ninja, Comedian,
  Rice pounding, Candy shower, Fire dance
 Others   Bonodori dance, Raffle, Fireworks, etc.

※Schedules are subject to change due 
    to various circumstances.

※For more Infomation, visit or call (032)231-4433
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食材店

町屋マート
ホテル・ビーチリゾート

Movenpick�Hotel�Mactan�Island�Cebu
Shangri-La’s�Mactan�Resort�and�Spa�Cebu
Marco�Polo�Plaza�Cebu�Hotel
Waterfront�Cebu�City�Hotel
Waterfront�Airport�Hotel
Waterfront�Insular�Hotel�Davao
Jpark�Island�Resort�&�Waterpark�Cebu
Maribago�Bluewater
Blue�water�SUMILON�ISLAND
Blue�water�PANGLAO�BEACH
Lubi�Resort�Santander
Anemone�Resort�and�Tours�Cebu
Kandaya�Resort�Hotel
ダイビング・マリンスポーツ

アクアマリンオーシャンツアーズ（マリンアク
ティビティ）

ブダンディン・マリン・ダイバー

アクアバディス
エメラルドグリーン・ダイビングセンター
� ―マクタン店
� ―サンタンダー店
� ―モアルボアル店
� ―ボホール店

飲食店

【マンダウエ市】
神楽（和食）
らーめん野武士（ラーメン）
オイスターベイ（シーフード）
スキレット（和洋食）
HAPPY�SUMO（和食）
Tao�Yuan（中華料理）
松之屋（和食）

【マクタン島】
だるま（和食）
空海（和食）
夜桜（和食）
マリバゴグリル（フィリピン料理）
花魁（和食）

【セブ市】
遊々亭（和食）
はる／旧さっちゃん（お好み焼き）
� ―タランバン店
悟空（和食）マボロ店
ミッキーズ（ケーキ）
Q兵衛（和食）
TYMAD�BISTRO（フランス料理）
夢屋喜兵衛（和食）
AMPERSAND（西洋料理）
寿や（ラーメン）
ラーメン空／やきとり備長炭
秋田／ AKITA�（和食）
Mio�Cafe�and�Restaurant（フィリピン料理）

韓陽苑（焼肉レストラン）
幸�全店（日本食レストラン）
麻布（日本食レストラン）
Circa�1900（洋食）
一路発（ラーメン）
但馬屋（焼肉）
Jazz’n�Bluz�Bar�&�Restaurant
美容・健康

ワウ・セブ歯科医院（歯医者）
スマイルデンタル（歯医者）
Japanese�Tea�Lounge（マッサージ）
レジャー・スポーツ

セブトップ（遊覧飛行、体験飛行）
その他

Character�Studio（オリジナルグッズ）
誰でもヒーロー（ボランティア）
NPO�セブンスピリット／ Sevnsprit（ボラン
ティア）
ジャパン支援センター（退職者ビザサポート）
QQ�English�（英会話学校）
D'Tratou�Cebu（翻訳業務）
Sky�Water�Park（プール＆レストラン）
Wabi�Linkage�Corporation（翻訳業務）
旅する

フレンドシップツアーズ
KSBトラベル
ASレンタカー

割引き、もしくは特別サービス御座います。必ず会員証をご持参ください

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

セブ日本人会　協賛店／協賛ホテル一覧

セブ日本人会では 2年に 1度会員の皆様に配布している IDカードを更新しています。IDカードは協賛
店／協賛ホテルからかなりお得な特典を受ける事が出来きます。更に緊急時の連絡先や簡単な身分証明
としても使用可能です。会員にとってはかなりのメリットを受けれますので　是非皆様 ID カードの手
続きにご協力ください。

未だ IDカードの手続きをされていない会員の方もこの機会に取得されることをお勧めします。IDカードの更新、新規は
無料です。紛失などで再発行の　場合は実費費用負担をお願いしています。負担額は 200 ペソです。

IDカードは 2月 1日より有料で会員様の配偶者、18 歳以上の御子息及び配偶者までに限り協賛店及び協賛ホテルの割引
きなど特典目的限定で発行いたします。

広告募集中です。セブ島通信の発行費は広告料金でまかなっています。ぜひご協力ください。

【広告代金】① 3分の１� 2 段� 800 ペソ
② 2分の１� 2 段� 1,200 ペソ
③ 3分の 2� 2 段� 1,600 ペソ
④全幅� 2 段� 2,400 ペソ

【お願い】①最低 6ヶ月は継続してください。
②この 3号分は同一原稿です。
③お支払は前払原則です。
④完成した原稿をお持ちください。

【お申込みは】
セブ日本人会事務局
電話：032-343-8066
FAX：�032-343-7663

便利な
IDカード
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マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
巡
回
授
業・和
太
鼓
体
験�

林
　
美
恵
子

1
月
27
日
、
セ
ブ
日
本
人
補
習
校
で
は
、
今
年
度

2
回
目
と
な
る
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
学
校
（M

JS

）
巡

回
授
業
が
行
わ
れ
た
。通
常
の
科
目
授
業
も
あ
れ
ば
、

理
科
の
実
験
、
書
道
な
ど
、
内
容
は
様
々
。
各
学
年

ク
ラ
ス
単
位
で
授
業
を
受
け
る
。

今
年
度
、日
本
語
ク
ラ
ス
3
と
中
学
生
は
「
体
験
」

が
テ
ー
マ
。
前
回
の
「
も
の
づ
く
り
体
験
」
に
続

き
、
今
回
は
「
和
太
鼓
体
験
」。
時
間
に
な
り
、「
お

き
ろ
ー
！
」
と
叫
び
た
く
な
る
よ
う
な
、
だ
ら
ー
ん

と
し
た
姿
に
ハ
ラ
ハ
ラ
も
し
た
が
、「
ド
ン
！
」
っ

と
い
う
、
ご
近
所
ま
で
響
く
大
き
な
音
でM

JS

の
先

生
に
よ
る
授
業
が
ス
タ
ー
ト
。
身
体
の
芯
ま
で
響
く

和
太
鼓
の
音
に
、
こ
ど
も
た
ち
の
目
が
完
全
に
覚
め

た
よ
う
だ
。
圧
倒
さ
れ
て
い
た
の
も
束
の
間
、
バ
チ

を
手
に
も
た
さ
れ
…
も
つ
と
、
早
速
、
先
生
の
と
る

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
手
が
動
く
。

先
生
の
わ
か
り
や
す
い
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
、
と

て
も
上
手
に
叩
き
始
め
る
。
彼
ら
の
リ
ズ
ム
感
の
良

さ
に
も
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
る
。
あ
と
で
、
感
想
を

聞
く
と
、「
叩
く
の
気
持
ち
よ
か
っ
た
ぁ
」「
楽
し

か
っ
た
ぁ
」の
声
が
と
て
も
多
か
っ
た
。
た
し
か
に
、

バ
チ
を
手
に
し
た
瞬
間
か
ら
、「
こ
の
子
、
こ
ん
な

に
笑
う
ん
だ
！
」
と
、
な
ん
だ
か
、
い
つ
も
教
室
で

見
る
姿
と
ち
が
う
生
徒
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
通
常
な
ら
休
み
時
間
は
、
ス
ナ
ッ
ク
を
食
べ
な

が
ら
、
の
ん
び
り
過
ご
す
こ
ど
も
た
ち
。
そ
ん
な
姿

は
、
こ
の
日
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。「
ド
ン
ド
ン
！

き
ゃ
っ
き
ゃ
っ
！
ド
ン
ド
ン
！
お
ー
！
」
先
生
と
一

緒
に
、
ず
ー
っ
と
、
和
太
鼓
に
触
れ
て
い
た
。 

2
時
間
目
に
も
な
る
と
、
汗
び
っ
し
ょ
り
。
し
か

し
、
こ
ど
も
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
関
係
な
い
よ

う
だ
。「
ド
ン
ド
ン
ド
ド
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
」

「
ド
ド
ー
ン
ド
ド
ー
ン
ド
ド
ド
ド
ド
ン
」と
数
パ
タ
ー

ン
の
リ
ズ
ム
を
身
体
に
覚
え
さ
せ
る
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
出
す
「
そ
ー
れ
！
」
の
声
。
最
初
は
少
し
恥
ず

か
し
そ
う
だ
っ
た
の
に
、
和
太
鼓
を
叩
く
自
信
と
共

に
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
聴
い
て
て
心
地

よ
い
。

個
人
プ
レ
ー
、
グ
ル
ー
プ
プ
レ
ー
、
と
き
ど
き
ず

れ
る
リ
ズ
ム
…
。
し
か
し
、
そ
れ
も
ま
た
、
い
い
音

色
を
響
か
せ
て
い
た
。
和
太
鼓
の
音
色
と
、
こ
ど
も

た
ち
の
笑
い
声
。「
先
生
も
一
緒
に
ど
う
で
す
か
」

の
一
声
を
期
待
す
る
自
分
が
い
た
の
は
否
め
な
い
。

あ
っ
と
い
う
間
に
2
時
間
の
和
太
鼓
体
験
授
業
の

終
了
。
英
語
や
ビ
サ
ヤ
語
を
話
す
彼
ら
の
姿
に
「
日

本
」
が
見
え
た
。

「
日
本
を
体
験
す
る
」

海
外
に
い
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
文
化
・
芸
能
の

素
晴
ら
し
さ
を
、
よ
り
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

新 年 会
１月６日（土）10時から12時まで、新年会

が

行われました。すごろくやかるたなどの正月
遊び、

けん玉、餅つき、書初めなどで大いに盛り上
がり

ました。一生懸命、自分たちでついたお餅は
とて

も美味しく、何度もおかわりをしていました
。

節　分
２月３日（土）の３時間目に節分の行事

を行いました。紙皿やストロー、毛糸など
を使って、鬼のお面を作りました。また「ち
びまる子ちゃん」の節分のエピソードの動
画を見ました。そして廊下に出て、鬼役の
中学生に大きな声で「鬼は外！」と殻付き
ピーナッツを投げて邪気を払いました。最
後に煎り豆を年の数だけ食べました。今年
も一年、健康でいられますように。

マニラ日本人学校巡回授業

１月27日（土）の２時間目と３時間目は、マニラ

日本人学校の先生による巡回授業でした。毎年、５

月と８月に行われていましたが、５月は現地の学校

が夏休みというところが多く、日本に一時帰国をす

る生徒が多く、出席数も少なくなるため、今回は１

月にしていただきました。

今回は、大西啓就先生には中学生・J３に和太鼓

を、中野満先生には小学５年社会、小学２年に図工

を、三松久恵先生には小学５・６年に絵手紙、小学２・

３・４年に書道を、荒井啓臣先生にはJ１・２理科を、

小野孝晃先生には小学１年国語、小学３・４年理科

を、岡本千温先生には小学１年理科、小学６年図工

の授業をしていただきました。また尾形斉校長先生

にも参加いただき、授業の後、昼食を食べながらの

情報交換会を行いました。

来年度の日程はまだ決まっておりませんが、また

充実した授業を行っていただき、補習校講師も日々の

授業の進め方の参考にして参りたいと思っています。
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広告掲載のお礼
この度フリーペーパー各社（セブトリップ、咲楽、セブポット様）のご厚意により日本人会の情報、お知らせを無料で掲載していただくことになりました。
いろいろな情報がたくさんの方に発信できるようになり関係者一同喜んでいます。この場を借りて御礼を申し上げます。
セブ日本人会　会長　櫻井�絹恵

我
が
家
は
泥
棒
に
入
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

外
で
飼
わ
れ
て
い
る
闘
鶏
用
の
鶏
は
た
ま
に
盗

ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
の
も
の
で
は
な
い

し
、
逆
に
静
か
に
な
っ
て
く
れ
て
い
い
。
外
に

放
置
さ
れ
て
い
る
ご
み
も
た
ま
に
盗
ま
れ
る
。

こ
れ
ま
た
私
に
と
っ
て
は
か
え
っ
て
あ
り
が
た

い
く
ら
い
だ
が
、
ま
と
ま
っ
た
ら
売
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
姑
に
と
っ
て
は
お
も
し
ろ
く
な
い

ら
し
い
。
た
ま
に
家
の
中
の
米
や
シ
ャ
ン
プ
ー

が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
お
よ

そ
誰
が
持
っ
て
行
く
か
の
見
当
は
つ
い
て
い

る
。
近
所
で
も
泥
棒
の
被
害
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
で
は
、
な
ぜ
我
が
家
に
泥
棒
が
入
ら
な

い
の
か
。
ま
ず
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
ひ
っ
そ
り

と
建
っ
て
い
る
た
め
、
土
地
勘
の
な
い
人
に
狙

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
窓
と
い

う
窓
に
鉄
格
子
が
つ
い
て
お
り
、
戸
締
り
さ
え

し
っ
か
り
し
て
お
け
ば
、
入
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
の
だ
。
こ
れ
は
こ
れ
で
安
心
で
あ
る
が
、
火

事
に
な
っ
た
ら
お
そ
ら
く
逃
げ
ら
れ
な
い
で
あ

ろ
う
と
常
々
覚
悟
は
し
て
い
る
。

し
か
し
あ
る
日
の
真
夜
中
、
コ
ン
コ
ン
と
い

う
何
か
を
叩
く
物
音
で
目
が
覚
め
た
。
妙
に
響

き
、
ま
る
で
我
が
家
の
壁
に
穴
を
開
け
て
い
る

よ
う
な
音
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
、
銀
行
に

続
く
秘
密
の
地
下
通
路
を
何
か
月
も
か
け
て

掘
っ
て
、
金
庫
ご
と
持
っ
て
行
く
と
い
う
泥
棒

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
る
と
い
う
話
を
き
い
た
よ

う
な
。そ
う
っ
と
起
き
て
、家
を
ぐ
る
り
と
回
っ

て
み
た
が
、
我
が
家
の
周
り
で
人
の
気
配
は
し

な
い
。
冷
静
に
考
え
て
み
れ
ば
、
我
が
家
に
は

金
庫
な
ん
て
な
い
し
、
そ
こ
ま
で
し
て
手
に
入

れ
た
い
と
思
う
金
目
の
物
も
な
い
の
だ
が
、
壁

に
穴
を
開
け
ら
れ
押
し
入
ら
れ
て
は
た
ま
ら
な

い
、
と
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。
が
、
し
ば
ら
く
す

る
と
し
ー
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
の
で
、
ま
た
眠

り
に
着
こ
う
と
し
た
ら
、
ま
た
コ
ン
コ
ン
と
聞

こ
え
て
く
る
。

こ
の
音
は
、
完
全
に
壁
に
穴
を
開
け
て
い
る

音
だ
。
ウ
チ
も
何
回
か
水
道
管
を
通
す
た
め
に

家
に
穴
を
開
け
た
こ
と
が
あ
る
。
親
戚
の
叔
父

さ
ん
お
手
製
の
、
塩
ビ
管
に
五
寸
釘
が
突
き
出

て
い
る
も
の
を
と
ん
か
ち
で
た
た
き
な
が
ら
コ

ツ
コ
ツ
と
穴
を
開
け
て
い
く
、
あ
れ
の
音
だ
。

そ
れ
は
き
っ
と
間
違
い
な
い
の
だ
ろ
う
が
、

と
、
時
計
を
見
る
と
二
時
を
少
し
回
っ
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
こ
ん
な
夜
中
に
壁
に
穴
を
開
け
る

理
由
は
何
な
ん
だ
？
気
に
な
る
と
ど
ん
ど
ん
気

に
な
る
コ
ン
コ
ン
と
い
う
音
。
完
全
に
目
が
覚

め
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
電
気
ド
リ
ル
の

キ
ー
ン
と
い
う
音
と
ゴ
ゴ
ゴ
と
い
う
壁
に
穴
を

開
け
る
音
が
響
き
渡
る
。
ど
う
や
ら
一
メ
ー
ト

ル
弱
の
道
の
向
か
い
に
建
っ
て
い
る
コ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
物
の
壁
に
穴
を
開
け
て
い
る

ら
し
い
。
し
ば
ら
く
し
て
穴
が
貫
通
し
た
ら
し

く
、
パ
ラ
パ
ラ
と
い
う
小
石
の
よ
う
な
も
の
が

我
が
家
の
ト
タ
ン
屋
根
に
落
ち
て
く
る
音
が
す

る
。
続
い
て
、
今
度
は
結
構
な
大
き
さ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
塊
が
ボ
ッ
コ
ン
ボ
ッ
コ
ン
と
我
が

家
の
屋
根
に
直
撃
す
る
音
。
窓
の
す
ぐ
向
こ
う

で
朝
ま
で
カ
ラ
オ
ケ
に
講
じ
て
い
た
り
、
鶏
が

一
斉
に
鳴
い
た
り
な
ん
て
こ
と
は
日
常
茶
飯
事

で
、
そ
ん
な
中
、
普
通
に
寝
て
い
る
人
た
ち
も

さ
す
が
に
起
き
て
き
た
。

隣
り
の
家
の
人
が
大
き
な
声
で
「
朝
に
な
っ

て
か
ら
や
っ
て
く
れ
。」
と
叫
ん
で
い
た
が
、

ま
っ
た
く
お
構
い
な
し
に
作
業
は
続
く
。

こ
の
国
で
は
壁
と
建
物
が
一
体
化
し
た
建
造

物
を
よ
く
見
か
け
る
。
正
面
か
ら
見
る
と
オ

シ
ャ
レ
な
家
だ
っ
た
り
、
ビ
ル
だ
っ
た
り
す
る

の
だ
が
、
裏
か
ら
み
れ
ば
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打

ち
っ
ぱ
な
し
と
か
、
途
中
で
ス
パ
ン
と
切
り
落

と
し
ち
ゃ
っ
た
感
じ
の
。
切
り
落
と
し
た
面
は

壁
な
の
で
、
当
然
、
窓
も
な
い
。
表
と
裏
が

ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う
じ
ゃ
ん
、
み
た
い
な
。
こ
う

い
う
建
物
を
抵
抗
な
く
建
て
ら
れ
る
と
い
う
の

は
、
彼
ら
の
性
格
に
由
来
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
密
か
に
思
っ
て
い
た
。
こ
の
コ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
も
我
が
家
か
ら
は
裏
し
か
見
え
な

い
の
で
、
表
で
何
を
し
て
い
る
の
か
は
知
ら
な

い
の
だ
が
、
い
つ
の
間
に
か
ク
ー
ラ
ー
の
大
き

な
室
外
機
が
、
空
中
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
完

全
に
敷
地
を
は
み
出
し
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た

り
、
小
さ
な
窓
が
で
き
て
い
た
り
し
て
い
た
の

で
、
今
回
も
そ
ん
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
が
、

な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
夜
中
に
や
る
の
だ
ろ

う
。音

は
治
ま
る
ど
こ
ろ
か
次
第
に
工
事
が
本
格

化
し
て
き
て
、
我
が
家
の
ト
タ
ン
屋
根
に
も
だ

ん
だ
ん
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
が
落
ち
て

き
て
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
寝
て
な
ん
て
い

ら
れ
な
い
。

す
る
と
、
姑
が
、「
私
、
言
っ
て
く
る
。」
と
、

鼻
息
も
荒
く
家
か
ら
飛
び
出
し
て
行
っ
た
。
そ

う
そ
う
、
い
く
ら
こ
ち
ら
側
か
ら
大
き
な
声
を

出
し
た
と
こ
ろ
で
、
何
し
ろ
そ
び
え
立
つ
壁
だ

か
ら
、
向
こ
う
に
は
聞
こ
え
て
い
な
い
の
だ
ろ

う
。
い
や
、聞
こ
え
て
い
て
も
、聞
こ
え
な
か
っ

た
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
正
面
か
ら
文
句
を
言
い
に
行
く
に
は
、
一

度
、
道
路
に
出
て
グ
ル
リ
と
回
っ
て
行
か
ね
ば

な
ら
ず
、
か
な
り
の
距
離
だ
。
が
、
さ
す
が
は

姑
だ
。

そ
し
て
数
分
後
、
真
夜
中
に
響
き
渡
っ
て
い

た
電
気
ド
リ
ル
で
壁
に
穴
を
開
け
る
音
は
止
ん

だ
。
し
ば
ら
く
し
て
戻
っ
て
来
た
姑
は
、
我
が

家
を
含
め
た
壁
の
こ
ち
ら
側
に
住
む
住
民
た
ち

の
英
雄
と
な
っ
た
。

し
か
し
そ
の
時
点
で
も
う
す
ぐ
四
時
。
私
も

再
び
横
に
は
な
っ
た
が
、
五
時
に
は
起
き
て
朝
ご

は
ん
の
支
度
や
ら
を
し
て
い
た
。
や
が
て
日
が
昇

る
と
再
び
穴
を
開
け
る
音
が
盛
大
に
始
ま
っ
た
。

姑
、
明
る
く
な
る
ま
で
待
て
、
と
言
っ
た
ら
し
い

が
、
本
当
に
夜
明
け
と
と
も
に
工
事
が
再
開
し

た
。そ

れ
か
ら
数
日
後
に
も
、
朝
の
六
時
過
ぎ
か

ら
穴
を
開
け
る
音
が
し
て
い
た
が
、
一
体
、
何

を
す
る
つ
も
り
だ
ろ
う
、
と
、
思
っ
て
い
た
あ

る
日
の
こ
と
。
突
然
、
い
い
匂
い
が
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
決
ま
っ
た
時
間
帯
で
は
な

い
の
だ
が
、
こ
の
あ
た
り
で
は
嗅
い
だ
こ
と
の

な
い
美
味
し
そ
う
な
い
い
匂
い
。し
か
も
強
烈
。

日
中
、
隣
の
壁
を
見
上
げ
て
み
る
と
、
そ
こ
に

は
我
が
家
に
向
か
っ
て
ふ
た
つ
、
換
気
扇
の
排

気
口
が
伸
び
て
い
た
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
こ
の

間
の
騒
音
は
、こ
の
穴
を
開
け
て
い
た
ん
だ
な
、

と
、
わ
か
っ
た
。

騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
時
に
は
、
ま
っ
た

く
迷
惑
な
コ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
、
絶
対
に

こ
ん
な
店
に
行
く
も
ん
か
、
と
思
っ
て
い
た
の

だ
が
、
こ
の
魅
惑
の
匂
い
に
負
け
て
し
ま
う
よ

う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

女 37歳　セブ島で楽しく明るい貧乏生活
JUNKO

私はセブに来る前、精神障がい者と関わる仕事を

してきました。そのため日頃から悩みを抱える方々

に囲まれて生活していました。だからこそ、初めて

セブに来てフィリピン人と触れ合った時、飛びぬけ

た明るさと楽観的な生き方には衝撃を覚えると同時

に、大きな可能性を感じました。

フィリピンはまさに「笑顔が笑顔をよぶ」国だと

思います。みんなが笑顔なので、つられて笑ってし

まいます。このパワーを日本にも届けたいと常日頃

思っていました。そんな私に大きなチャンスが訪れ

ました。先日、福島のとある旅行会社から「震災後

に避難生活を送り不登校、引きこもりになった子ど

もたちをセブに連れて行くツアーを企画したい」と

相談がありました。奇遇にも私は福島出身であり、

震災直後から現在まで被災地の支援を続けていま

す。これは運命だ！と思い、福島の子どもたちのた

めに出来ることを必死で考えました。

震災直後の福島、宮城の光景、住む場所を奪われ

見知らぬ土地で暮らさなければいけない境遇、家族

や友人を亡くした喪失感と、自分が生き残り助ける

ことができなかったことに対する罪悪感。津波の被

害にあった人々は大きな悲しみや苦しみを抱えて生

きています。日本では震災直後笑うことすら「不謹

慎」と言われていました。今回のツアーに参加する

子どもたちは、そんな日本の「不謹慎」という風潮

から抜け出せず、笑顔の連鎖が断ち切られた世界に

生きてるのではないかと思いました。

そこで今回のツアーでは、笑顔の連鎖に福島の子

どもたちを巻き込む計画を立てることにしました。

「子どもらしく」ある時期を失ってしまった子ども

たちにとって、思いっきり「子どもらしい」セブの

子どもたちは、とても優秀な先生です。セブの子ど

もたちは福島の子どもたちを決して「被災したかわ

いそうな子ども」としては見ませんでした。同じよ

うに福島の子どもたちも、貧困地区に住むボロボロ

の服を着て、靴も履いていない子どもたちを「恵ま

れないかわいそうな子ども」とは見なかったようで

す。子どもはお互いにレッテルを貼りません。初日

には笑顔を見せなかった福島の子どもたちも、セブ

の子どもたちと一緒に遊んでいるうちに、自然と笑

顔になっていきました。

笑顔は最高の万能薬です。そんな万能薬が街中に

あふれているのが、ここフィリピンだと思います。

これからも私は、日比でお互いの可不足を補い、助

け合える関係を築くための懸け橋になりたいと思っ

ています。

後日嬉しいお知らせが届きました。今回ツアーに

参加した福島の子どもたち全員が、今は元気に学校

に通っているそうです。彼らが成長し、大学生や社

会人になったとき、今回笑顔のパワーをくれたセブ

の子どもたちのために何ができるのかを考え、新た

な懸け橋になってくれることを期待したいと思いま

す。


